
日 時 令和６年４月２７日（土） １０：００～１２：００
場 所 アオウゼ（大活動室）
参加者 ３０人

まちづくりワークショップ

参加者の属性

男性, 

67%

女性, 

33%

10代, 

20%

２０代, 

57%

３０代, 

23%

市内

87%

県内

6%

県外

7%

性別 年代 住まい



・誰に向けた施設機能なのか、ターゲットがわかりにくい。

・ターゲットを絞るべき。例えば高校生や大学生が多くいるので、恒常的に交流や繋がりをつくる機能を備え

た図書館など。

・赤ちゃん連れ、子育て世代の方が過ごせる憩いの場や、親が安心できリフレッシュできる場が必要。

・公共施設に集客機能や繋がりをつくる機能が備われば、商業を縮小しない計画も実現可能ではないか。

・東口を先行し、生活を豊かにするための商業施設や福祉施設が必要。

・市の顔となる複合施設となることを望む。

・駅周辺の大学と連携できる機能が必要。

・オフィスを充実させ、企業を誘致すべき。

・温泉を活かして足湯を整備したり、円盤餃子が食べられるお店を集約してはどうか。

東口再開発についてのご意見



・大学生だけでなく、中高生が大人とつながれる場として、教育機関、教育施設を増やしてほしい。

・福島県、福島市の人口減少に合わせたまちづくり、市の規模・身の丈に合わせたまちづくりが必要。

・駅周辺にいろいろな施設機能を集結させるコンパクトシティを実現すべき。

・市民にとって必要な場所、交流できる場所をひとつにまとめることで、交流の発展に繋がる。

・車を持たない学生や免許返納する高齢者のニーズも見据え、公共交通機関を活かす必要。

・駅西口には、すでにコンベンション機能があるため、機能集約してはどうか。

・特に学生は東口再開発よりも、イトーヨーカドーの閉店後の対策を何とかして欲しい。

・まちなかや駅西口に福島大学を誘致してはどうか。

・県庁通りまで足が伸びるような、様々な過ごし方の変化に対応できるような開発が必要。

・飲食店だけではない、まちなかの日中のにぎわいが大事。

・駅東西の往来がしやすい自転車通路の設置が必要。

・駅中の飲食店の充実が必要。

駅周辺まちづくりについてのご意見①



・まちづくりとは、人と人との繋がりづくり。

・若者がやりたいことと企業がまず繋がり、その先に行政と繋がり、金銭面以外のサポート等、若者が地域に

溶け込んでいくような、地域が若者を巻き込んでいくような仕組みづくりがあると、まちづくりは成功でき

るのではないか。

・「すごいね。」から「僕にもできることはない？」への転換が必要。

・福島でちゃんと稼ぎ、しっかりと競争する雰囲気も認められるまちづくりが必要。

・今の駅前広場は現状のままでいいのか、周辺の道路はこのままでいいのかなど、駅舎も含め東西一体的な

整備を考えて進めるべき。

・郊外や、仙台とどのように差別化を図るのかの視点も重要。

・市民の思い出となるようなものが必要。

駅周辺まちづくりについてのご意見②


